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　　　　　　2〃　　　 〃　1630ユ．31　　　〃 　 2．4347
こNで，1時36分に相當する赤経を挿入算で求めるのには，まつ，此の赤経は
縄えす増しつNあるのだから，若しも1時の時の攣化を用ぴれば，差は小さ過
ぎ，又，挿入の時刻自1］ち1蒔36分の時の攣化を用ひれば，差は大き過ぎること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる．故に，～二の中途の時刻，自口ち1時18分（叉は1．3）の時の攣化を用ひ・る
ことにする．それは簡軍．な挿入算であって，
　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　2．4280十〇．0067　×　0．3；2．4300
この毎分時の攣化率に，経過時間，師ち36分を乗じて，
　　　　　　　　　　　hms　Ins　llmS　　　　　　　　　　1627　35．43十1　27．48＝16　292．91
　多くの数表や暦表では，微分係歎や，軍位時間の攣化を記載せすに，並列す
る2っの激の差（卸ち，次ぎの激を減すれば得られるもの）が記載してある．若
し此のやうな差を，月の暦表中の赤経から探るとすれば，その差は毎時間極め
て均齊に攣じ，省，tれ等の差は‘‘毎時30分”の時の毎時攣化を表はしてみる
～二とが明瞭であるから，挿入の時刻に相顕する攣化は，その前後の孚時間の高
瀬から挿入算によって求められる．　　　　　　　　　　　　（つつく）
